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ジャイナ教における六十三偉人の形成と 
ラーマ説話の関係

山　畑　倫　志

1．はじめに　ジャイナ教説話のなかのラーマとクリシュナ

ジャイナ教説話においてラーマ物語とクリシュナ物語は大きな部分を占める．
特にラーマ物語はヴィマラスーリ（Vimalasūri, 1～5世紀）の『パウマチャリヤ』
（Paumacariya, PCV）以来，多くの作品が作られてきた．一方クリシュナ物語は，言
及自体は聖典の時代にまで遡ることができるものの，原則としては第22代祖師
のネーミナータ物語のなかの登場人物という形で扱われ続ける．
ジャイナ教説話の大部分を占めるチャリタ文学は63偉人（mahā/śalākā-puruṣa）の
行伝を中心とするが，実際に63偉人が完全な形で現れるのはジナセーナ
（Jinasena, 9世紀）の『アーディプラーナ』（Ādipurāṇa）とその続編であるグナバドラ
（Guṇabhadra, 9世紀）の『ウッタラプラーナ』（Uttarapurāṇa, UP）にまで時代が下るこ
とになる．また63偉人とはいっても頻繁に詳細が記されるのはそのうちの一部
である．特に3人を一組とするヴァースデーヴァ・バラデーヴァ・プラティ
ヴァースデーヴァ（Vāsudeva/Baladeva/Prativāsudeva，VBP）は2/9（ラーマ・ラクシュマ

ナ・ラーヴァナとバララーマ・クリシュナ・ジャラーサンダ）である．ラーマ物語とク
リシュナ物語はともに重要な物語としてジャイナ教説話内に組み込まれていき，
63偉人中の VBPの行伝はほとんどがラーマとクリシュナのものとなっている．
そのうちラーマ物語は何度も作品化される一方で，ジャイナ教の物語として見る
と徹底されていない部分が散見される．そこで本論ではジャイナ教のラーマ物語
作品をいくつかとりあげ，63偉人の中でラーマに対してはどのような役割が期
待されており，また作品間においてどのような差異があるのかを見ていく．

2．聖典内でのラーマとクリシュナ

ジャイナ教文献のなかで最初期に確認できるクリシュナへの言及は『アンタガ
ダダサーオー』（Antagaḍadasāo）5.1等となるが，ラーマ物語への言及としては5世
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紀頃の『ナンディースッタ』（Nandīsutta）70.1や『アヌヨーガッダーラー』
（Anuyogaddārā）49における聖典などの「正しい教え」と対比される「誤った教え」
としての「（マハー）バーラタ，ラーマーヤナ」が確認される．これにより，5世
紀当時にはすでに非ジャイナ教のラーマ物語やクリシュナ物語が認識されていた
ことが確認できる．

3．ラーマ物語の系譜
ジャイナ教におけるラーマ物語の系譜は図1に示すように主に3つに分かれる．

前述の PCVの系列に加え，サンガダーサ（Saṅghadāsa）の『ヴァスデーヴァヒン
ディー』（Vasudevahiṇḍī, VH），およびグナバドラの『ウッタラプラーナ』の系統が
あるとされている．本発表ではそのうち，PCV，VH，UP，およびシーラーンカ
（Śīlāṅka）の『チャウッパンナマハープリサチャリヤ』（Cauppaṇṇamahāpurisacariya）

とプシュパダンタ（Puṣpadanta）の『マハープラーナ』（Mahāpurāṇa）を取りあげる．

4．ヴィマラスーリ『パウマチャリヤ』　1～5世紀

遅くとも5世紀までにはヴィマラスーリによってラーマを主人公とする『パウ
マチャリヤ』が著されている．その中では既存のラーマーヤナについて具体的に
難点が指摘されており，ジャイナ教徒による「正しい」ラーマ物語に誘導する意
図が明白である．『ナンディースッタ』等にみられる「誤った教え」としての
ラーマ物語の認識とも符合する．

図1　ラーマ物語の系譜
［Kulkarni 1990: 216］を簡略化
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PCV 3皆様，もしラーヴァナがインドラと同等の強力な力を持つならば，なぜ猿や獣たち
に打ち負かされてしまったのでしょうか．（9）なぜラーマが森で黄金の鹿を殺したので
しょうか．スグリーヴァとスターラーのためにラーマはヴァーリンを欺いて殺したので
しょうか．（10）天界に赴き，戦いのなかでインドラに打ち勝ち，頑丈な鎖で縛り付け，
監獄に押し込んだこと，（11）あらゆる武器や智慧をもってしてもクンバカルナは6ヶ月も
眠っていたこと，またどうして猿たちが海中に橋を建てられたのでしょう．（12）（中略）
ラーヴァナはラークシャサではなく，肉食でもありません．愚かな詩人たちが語ったこと
は全て誤りです．（15）

PCVとヴァールミーキの『ラーマーヤナ』（VR）の相違点は多いが，ジャイナ
教に基づく重要な相違点は，ラーマに殺生の罪を犯させないことである．特に
ラーヴァナ殺害の役割をラクシュマナに割り当てているのが代表的である．ラー
マをヴァースデーヴァではなくバラデーヴァにあて，殺生の罪から逃れさせ，す
みやかに悟りが得られるようにしている．この背景としてはラーマをジャイナ教
内の信仰対象の一人とする意図が推測される．

PCV 73ラーヴァナに相対した手にチャクラを持つラクシュマナを見て，ヴィビーシャナは
優しい言葉でラーヴァナに語りかけた．（13）「王よ，ご自身のためというのをご理解いた
だき，私の申し上げることをお聞きください．シーター様をさらってしまわれたあなた様
はラーマ様のご恩寵によって生かされているにすぎません」（14）（中略）こうして怒った
ナーラーヤナ（＝ラクシュマナ）は回転しているチャクラをランカーの王を殺すために投
げつけた．（24）轟音をとどろかせ，恐ろしく光り輝くチャクラを見て，矢やジャサラや
棍棒で必死に妨害した．（25）「王よ，福徳が無くなる時，死が近づく時には止めても向かっ
てくるそのチャクラがやってきます」（26）戦場で前面に立っていた傲慢なランカーの王
の巨大な胸部はそのチャクラによって即座に切り落とされた．（27）頑丈なタマーラ樹が
クリシュナの蜂の群れで四肢を覆われたようになったランカーの王は，まるで強風でアン
ジャナ山が倒れたように戦場に倒れこんだ．（28）

ヴァースデーヴァを割り当てられたラクシュマナは地獄に転生することにな
る．

PCV 118かつてシーターであったインドラは地獄にいるラクシュマナのことを思い出し，
悟りを得させるためにすみやかに降下していった．（1）

ただ，VRのラーマはラーヴァナ殺害の他に猿王スグリーヴァの兄ヴァーリン
の殺害も実行している．それに対してヴィマラスーリはヴァーリンが自発的にス
グリーヴァに王位を譲ったことにして，ヴァーリン殺害のエピソードを大きく改
変している．
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PCV 9そこでヴァーナラの王はこう言った「戦場においては軍勢もろともラーヴァナも全
てこの掌の一撃で粉々にしてやる．（40）だが，果報を得る目的からすると，そんな罪業を
行えば，地獄や動物に生まれ変わる苦しみを長い間享受することになってしまう．（41）
以前，ある聖者のもとで誓いを立てた．ジナを捨てて，他のものを崇めることは決してし
ない，と．（42）私は誓いを破ることはしない．人命を損なうような大戦もしない．ジナの
言葉に従い，執着を捨てて出家する．（43）素晴らしい女性の胸の上で抱きしめようとし
ていた最中の手は，今やそのようなことはせず，他の方の頭上で合唱することになるだろ
う」（44）それから，スグリーヴァを呼んで，「弟よ，聞け．王国は（お前に）譲る．お前
はあの者（＝ラーヴァナ）に敬礼せよ．（45）スグリーヴァを一族の長と定めた後，財産を
処分し，ヴァーリンは聖者ガガナチャンドラのもとへと出て行った．（46）

5．サンガダーサ『ヴァスデーヴァヒンディー』
ラーヴァナ殺害をラクシュマナの役割とする PCVの設定は他のラーマ物語に
も共通する．しかし， PCVとは別系統とされる VHにおけるラーマはラーヴァナ
殺害は行わないが，ヴァーリンの殺害は実行する．また PCVでは言及されない
黄金の鹿のエピソード（鹿に化けているマーリーチャを殺害する）も VHには含まれ
ている．

VH （p. 244, l. 2–8），その力を試されたラーマはスグリーヴァのためにヴァーリン殺害を命
じた．その美しい兄弟は黄金の首飾りで身体が光り輝いていた．そこで相手を特定できな
いので，ラーマは矢を放てなかった．スグリーヴァはヴァーリンに打ち負かされ，スグ
リーヴァは自身の身体を花輪でかざった．そこで一本の矢がヴァーリンを貫き，ラーマは
スグリーヴァを王座に据えた．

6．シーラーンカ『チャウッパンナマハープリサチャリヤ』

本作は54人（cauppaṇṇa）の偉人の伝記とタイトルにあるが，プラティヴァース
デーヴァの9人を偉人に含めていないため，実際には63偉人を扱っている．明確
に63偉人という体系を打ち出したのはこの作品が最初期のものとなる．ただ，
この作品も VHと同様にラーマがヴァーリンを殺害しており，バラデーヴァとし
ての位置づけが徹底していない．ただ，ラーマ物語全体としてみると，PCVの
系統に属すると見なされている．

Cauppaṇṇamahāpurisacariya 44–45

（7）マーリーチャが正体の（鹿）があげた声に兄弟は二人ともだまされた．ラークシャサ
から構成され，彼の誉れである自己の軍勢を破滅に導くことになるシーターがさらわれ
た．（8）ラークシャサの幻術だったことを知り，ラーマとラクシュマナは大変悲しんだ．
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シーターの誘拐に心を痛め，嘆く声を苦行者に聞かれた．（9）カラとドゥーシャナの軍勢
を殺害し，ジャターユスから直接話を聞いて苦しんだ．何をすべきかということに向き
合った彼らは猿王スグリーヴァと会見した．（10）ラーマはヴァーナラ族の王である強力な
ヴァーリンを殺害し，シーター解放のためにハヌマーンを送り出す．（11）（中略）ラクシュ
マナのチャクラによって恐るべき頑丈なラーヴァナの頭が切られ，ヤシの実のように大地
に投げ出された．（24）

7．グナバドラ『ウッタラプラーナ』

63偉人全員の行跡を記すことを企図したジナセーナの『アーディプラーナ』
の後を継いで製作された．ヴァーリンを殺害するのはラクシュマナだが黄金の鹿
についても言及されている．ただ，この鹿はラーマをおびき寄せたまま空中で姿
を消すため，殺されることはない．

UP 68.201もう少しで自分に手が届くように見せてから空高く飛び去っていった．あの幻の
鹿は意味も無く私（＝ラーマ）を駆り立てたのだ．

8．プシュパダンタ『マハープラーナ』
この作品も63偉人全てを扱っており，基本的に『アーディプラーナ』と UPの

記述を踏襲している．PCVと同様に VRの疑問点を具体的に挙げ，ヴァーリンや
黄金の鹿の記述は UP同様である．

MP 69.3ラーヴァナは十の顔とともに生まれたのでしょうか．その息子は生まれた時から
彼より大きかったのでしょうか．（3）ラーヴァナは比類無い力を持つと聞いていますが，
彼は一体ラークシャサなのでしょうか，人間なのでしょうか．（4）ラーヴァナはその頭で
シヴァを崇めたのですか．彼には20個の目と20本の手があるのですか．（5）ラーマの放っ
た矢が彼の死をもたらしたのでしょうか．
MP 75.8強固な手を持ち，強力で，メール山のように勇敢なヴァーリンとラクシュマナは
堂々とぶつかった．（11）稲妻のように一直線でよく動く，集まり，入り，出て行く（二人
の）剣で（12）カンカンカンと音が鳴り，火花が飛び散り，キラキラ輝くこと太陽に勝る
ほどの剣で（13）戦場という池に馬の顔をした泡が浮かんでいる．ヴァーリンの頭という
蓮の花がラクシュマナという鳥の嘴で落とされた．（ガッター）

9．まとめ

クリシュナは比較的早い時期からネーミナータの下位に位置づけられてきた．
VBPのなかでも，地獄に生まれ変わるヴァースデーヴァに配当されている．
VBPの概念自体もクリシュナ説話に由来するのは明白であり，またクリシュナ
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の属するヴァースデーヴァの系列を殺生の罪を犯し地獄に転生するものと規定
し，バラデーヴァと対比させているのは，祖師たるネーミナータとの対比が意図
されていると推測される．図2のようにバラデーヴァとヴァースデーヴァの関係
は祖師と転輪聖王の関係に対応している．

クリシュナが祖師との関係も考慮に入れながらジャイナ教の偉人の階層構造に
組み込まれているのに対し，ラーマ物語は祖師などの他の偉人との関係が希薄で
ある．ラーマ物語は祖師スヴラタの時代のこととされるが，クリシュナにとって
のネーミナータのような存在ではない．Jaini （1993: 211） が述べているように，
ジャイナ教説話においてラーマとクリシュナは対照的な取り扱いがなされてい
る．ラーマはラーヴァナ殺害の役割をラクシュマナに移すことにより，殺生の罪
から逃れられているのに対し，クリシュナはジャラーサンダ殺害の罪を犯し，地
獄へと転生する運命にある．
ラーマ物語はジャイナ教説話の伝統においてヴィマラスーリ以来重要な位置を

占めるが，クリシュナ物語と比較すると，63偉人の体系の中では比較的独立性
が強い．様々な重要人物を整理するためのカテゴリーとして形成された63偉人
だが，ジャイナ教説話の主たる構成として祖師と転輪聖王のような出家者と世俗
の対比があるため，本来クリシュナ物語に由来する VBPも出家者と世俗の関係
で捉えられ，ネーミナータと関係の深いクリシュナの属するヴァースデーヴァは
世俗側とされた．ラーマ物語にはネーミナータのような出家者側の重要人物がい
ないため，主要登場人物を VBPとして整理する際に，ラーマを出家者側に配置
する必要があったものと推測される．そう仮定するとラーマによる殺生のエピ
ソードを改変した理由も理解できる．単にジャイナ教の教義に適合させるためと
考えると，クリシュナ物語においてクリシュナによる殺害の挿話が残存している
説明がしにくい．
殺生の罪を犯すとバラデーヴァとして出家者側に置くわけにはいかなくなるた

め，ヴィマラスーリはラーマによる殺生の描写を概ね改変したものと考えられる

図2　偉人の位置づけ（Cort （1993: 201））
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が，既に広まっている VRの影響は大きく，PCV以外の作品ではヴァーリン殺害
がそのまま残っていたり，殺害はしないまでも鹿狩りという行為が記されたまま
になっていたりというように改変が行き届いていない場合がいくつか確認され
る．以上のことから，ジャイナ教のラーマ物語は物語としての需要は大きいが，
VBPのカテゴリーで整理しきれない，すなわちジャイナ教説話の中では独立性
の高い物語であると考えることができる．
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